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スハマソウ ウスキ、オウレン

早春の花だより ースハマソウとウスギオウレンー

明けましておめでとうございます.新春の清々しい光を浴びて，路傍のナズ

ナやハコベの花も初々しく，喜びに輝いてみえます.今号の表紙には内田藤吉

先生より大山で撮影された写真を提供して頂きました. 2点とも
1991年 3月2日に撮影されたものです.スハマソウは県内ではこの大

山 (ISE- 1)のほか，山北 (YA-5) ，藤野 (FU]-2) ，鎌倉 (KA-1，2)

逗子 (ZU)から記録されていますが， ミスミソウとの関係を検討する必要が

あります .ウスギオウレンは丹沢山塊から記録されてし、ますが'.古い記録にあ

る箱根のセ リパオウレンも本種の可能性があります.写真ではわかりません

が，開花してし、れば花の色が淡黄緑色なので容易に見分けられます.

(勝山・北川・田中)
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ア力ザ科のハリセンボン

(Ch巴nopodium aristatum L.) 

(城川四郎)

今年8月25日の県立博物館標本鑑定会に吉川ア

サ子さんが横浜新港埠頭で奇妙な植物を採集して

持参された アカザ科であるこ とはわかったがハ

テ何ものか?と首をかしげている うちに同席され

ていた籾山泰一先生が杉本検索誌のハリセンボン

を指してこれではないかと示された.それによれ

ばヨーロッパにも分布があるということなのでそ

の方の文献 (FLORAD'ITARIA)を調べて

みるとそれに間違いないこ とが分かった.神奈川

県植物誌1988のアカザ科の執筆担当が私だったこ

とからこの植物について私からフロラカナガワに

報告することになった.さて，報告文を作ろうと

図を書いたりしているうちにこの植物にはどこか

で，いつかお目にかかったことがあるよ うな気が

してきた.少なくも名前は初めて聞くものではな

い.もっとも，キノコの冬虫夏草菌のl種にミン

ミンゼミハリセンボンなどというのがあってそれ

も近年県内で初めて採集されたので私の頭のなか

で混線しているかとも思ったがどうもそうではな

い.懸命に記憶の糸をたく っている うちにその情

報源は亡くなった森茂弥先生であったことがよ

うやく想いだされた.植物誌のための標本整理，

同定，執筆と慌ただしく仕事を進めている頃，森

先生も毎日のように博物館にやってきてイネ科の

標本と取り組んでーいた.そして値物について話し

合うことも多かったなかでも彼の帰化縞物につい

ての話題は豊富であった.ハリセンボンについて

彼に話を聞いたのもその頃で私は完全に忘れてい

たが，今回のハリセンボン報告のことから久内先

生の「帰化傾物」を開L、てみたらハリセ:〆ボンの

項に r1986.7.15森さん」と自分でメモ書きして

いるのを見つけた.確かに夜、が森さんからハリセ

ンボンについて話を聞L、たか標本を見せて貰った

証拠であるがそれ以上のことは全く思いだすこと

ができない.1986年の時点ではアカザ科の執筆担

当は森先生の予定であったから私は比l絞的軽く聞

いていたのかもしれない その後，森先生の体調

から無理だということになって私がアカザ科も担

当することになった事情もあってハリセンボンの

私の頭への定着が悪かったらしいと自己弁解して

いる.

ハリセンボンは横浜で出口長男氏が採集した記

録があり ，神奈川県樋物誌1958には記載されてい

るが今回の調査期間中には採集されなかったので

1988年版では過去の記録として記述した.原産地

はアジアの東北部ということであるがユ ラシア

大陸に広く分布しているようである.日本にも稀

ではあるが早くから帰化しており文献をたどって

みたら値物学雑誌18巻に牧野博士がこの植物につ

いてかなり詳しく記載しハリセンボンを新称さ

れている.それが面白いことに1904年のことで

あって今回，この標本を見てハリセンボンで‘はな

いですかとおっしゃった籾山先生のお生まれに

なった年なので‘ある.

l 年生の小革本で1O~30cmの高さがあり，単立

したり，多数分岐したり環境によって変化がある

ようで，今回吉川さんの採集品は分岐型であった

が久内氏の「帰化植物」には主軸のある単立型の

写真が示されている.分岐は2又分校を繰り返

し，そのか岐部に l花を着吋，各枝の先端は針状

にとがる.学名ではこれを世にたとえ，和名では

針とみなしたわけである .花被片5枚は0.5mmほ

どの長さで背面の中央に細胞多層のこぶ状隆起を

持ち，この部分には葉緑素がある.花被片の隆起

部以外の周辺は細胞単層で葉緑素を含まない.め

しべには極めて短い花柱とそれよりはるかに長い

2杵頭がある.子房はほぼ球形である.果実は肩

球形で約0.75mm径の黒紫色で、透明簿膜状の果皮が

種子を包む.採集品からは業が落ちてしまってお

り図示できなかったが葉は互生で長さ 5~ 7cm， 

線状ひ針形をしており先はやや鈍形か鋭頭で基部

は短い柄に次第に細まる.全縁で無毛，中脈は明

らかである.なお，採集された標本(1株)の花

はすべて雌花かまたはすて司に結実しており雄花を

みることができなかった.雌雄分化しているのか

またはアカザ科の植物にしばしば見られる雌雄の

かたより(分化傾向)であろうかと不審に思って

いたが牧野博士の記載の後書きにも調べた標本は

すべて雌花ばかりでおしベが無かったと記されて
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ハガワリトボシガラについて

(田中徳久)

ハガワリトボシカラ Festuca heteroph ylla 

は，その帰化が，杉本 (1984)により静岡県から

報告された.しかし，その後発刊された各県の値

物誌など(初島.1986;大分県植物誌刊行会編，

1989 ;阿部.1990;伊藤ほか編.1990;桑島，

1990 ;上野編.1991など)にはその分布は記録さ

れていない 神奈川県においても， 吋rt奈川県他

物誌1988dl (神奈川県植物誌調査会編.1988)に

は，その記録がなかった しかしII'神奈川県値

物誌1988dl 発刊後，勝山 (1990)は，北川淑子，

小崎昭則の両氏が，緑区恩田町の宅地造成地で採

集したことを報告している.

筆者は，現在，神奈川県植物誌調査会会員の方

方によって採集された標本をもとに，神奈川県産

のウシノケグ、サ属 (Festuca)値物についての再

検討を試みている.その際，ハガワリトボシカ、ラ

についてもいくつかの知見が得られたのて、報告す

る.

ハガワリトボシガラについては，杉本(1984) 

の報告以後，長田 (1989)が詳細な記載と図を燭

載し，霧ヶ峰と富士山で採集していることを報告

しており，田中 ・遠山(1991)は，山梨県清里高

原からその分布を報告している.長田 (1989)は

ハガワリトボシカ‘ラの同定のかぎとして. r小穂、
はやや大型.5~9 小花よりなり，各小花の護穎

の先には直立した在をもち，内穎は護穎と同長，

稗上の葉とくに最上葉の業と，基部の葉とは形も

大きさもまるで違う・・・以下略」と記してい

る.これらの特徴のうち，他のウシノケグサ属植

物(主にウシノケグサやオオウシノケグサ)との

区別点として重要なのは，稗上の葉と基部の葉と

は，形や大きさが異なることである.また，この

他，稗上の葉の脈上にごく微細な毛が密生する

点，子房の上半部は白色の長毛におおわれる点

(図 1)なども重要であると考えられる.

筆者は，当初，ハカnワリトボシガラの標徴とし

て，稗上の葉の大きさ，形，脈上の毛を選び，神

奈川県立博物館に収蔵されている約100点の神奈

川県産のオオウシノケグサの標本を検討した.そ

の結果，得上の葉の大きさや形については，どち

らとも決めかねるものも多かったが，半数以上の

標本において，葉脈上に毛が密生しているのが観

察された.しかしそれらすべてをハカPワリトボ

シガラと同定してしまうには問題があると考え，

さらに他の文献資料を検討したところ，オオウシ

ノケグサの内巻した葉の「内面に粗毛がある」と

いう記載(小野ほか編.1989)や，ウシノケグサ

の変種であるアオウシノケグサに.rときに葉に
も軟毛がある」とL、ぅ記載(大井.1982など)が

見つかり，梓上の葉の大きさ，形，脈上の毛なと

の形質だけで，ハガワリトボシガラと同定するの

は困難であると結論した.

そこで，新たに他の形質. r子房の上半部は白
色の長毛におおわれる」を取り上げ，再度，全標

本を検討したところ，一部の標本でーは子房が未熟

で判然、としないものもあったか，今回検討したオ

オウシノケグサの標本中には，子房に長毛のあ

る，ハカ。ワリトボシカラと同定できる標本は l点

も含まれていなかった.さらに，これらの過程

て¥ハカウ リトボシカヲの実体をつかもうと，北

)11.小|崎が緑区で採集し，ハガ、ワリトボシガラと

同定している標本と，田中が清里高原で採集し，

ハカワリトボシガラと同定している標本について

も詳細に検討した.これらの標本の得上の葉に

は，明らかに微細な毛が密生し，葉幅も広く，根

生のものとはその形態が異なり ，これらの点で

は，ハカ、ワリトボシガラと同定すべきものであっ

た.しかし，前出の多数のオオウシノケグサの標

本同様，その子房は無毛であり(図2).ハカ。ワ

リトボシカヲと同定するには疑問が残った.

この子房の白長毛については，長田(1989)だ

けでなく.I-IUBBARD (1984)などにも記載さ

れており(図 1).かなりはっきりした特徴であ

り，単なる変異と しては扱えなし、ように思う .逆

に，ウシノケグサやオオウシノケグサの葉に毛が

あるものが見られるのは既知のことでもあり，葉

I隔についても，その変異であると考えた方が自然

である.

筆者は，以上述べてきたことから，現段階で

は，神奈川県下にハカワリ トボシガラは分布して

L 、ない，と結論した.しかし，勝山(1990)は，

城川四郎氏が丹沢山地で採集していることも報告

しており， 筆者はその標本を検討してし、ないの

で，完全にその分布を否定するものではない.隣

県の静岡県や長野県に分布していることが報告さ

れていることからも，今後，さらに精査すれば，

本県からも採集，記録される可能性もある.今

後，ハガワリトボシガラと思われる個体を観察，

採集された際には，稗上の葉の性質だけでなく，

子房の毛 (図 1)にも注目して頂きたい.
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and Distribution in the British Isles. 

476pp. Penguin Books Ltd.， Harmonds 

worth. 

おわりに，標本の閲覧について便宜を計って頂

き.有益な御助言をいただいた神奈川県立博物館

の高橋秀男氏と勝山輝男氏に厚く御礼申し上げ

る.また，本稿を校閲し，貴重な御意見をいただ

いた神奈川県立野庭高等学校の谷川明男氏と田副

幸子氏，ならびに今回検討した標本を採集され

た.北川淑子，小崎昭則の両氏をはじめとする，

神奈川県植物誌調査会会員の方々に感謝の君、を表

する.

(1984 ) 

図l 長田(1989)， HUBBARD (1984)に掲

載されてL、るハガワリトボシカヲの子房の図(そ

れぞれから改写;スケールは 1mm) • 

図2 北川.づ'IlI1与が採集し，ハガワリトボシガラ

と同定している標本 (FLK103336)の子房(ス

ケールは0.2mm). 
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神奈川県産の植物補遺 (2 ) 
(小崎昭則)

箱根に自生するハタベカンガレイ * (第 1報)

1989年8月7日， 勝山輝男氏のご案内で北川淑

子氏とともに箱根の仙石原を訪れた.その際，湿

原の中を緩やかに流れる小さな溝辺に「ヒメカン

ガレイ」に似た植物が生育することに気がつい

た.小穂、は未熟て‘あったが，一音sを持ち帰って調

べてみると，柱頭が2個で安定していた (勝山氏

の採集した2点の標本のうち l点は，後に柱頭3

個であること知った)。約の長さ (1.3mm前後)

もカンヵーレイ.タタラカンカーレイ，幾つかの文献

に記されたヒメカンガレイ などと異なっていた.

いわゆる雑種にはみえなかったことから，これま

でに記載された分類群とは異なるものであろうと

推定し，一先ず “箱根カンガレイ"として整理し

た.

ところがその後，これと同種と考えられる “カ

ンガレイ"が熊本県において既に佐藤千芳氏に

よって発見され， ハタベカンガレイ(本種の生育

する阿蘇の端辺原野に因む)と仮称されているこ

とがわかった. (1991年11月28日付の同氏からの

私信によれば，数年前， 福岡の研究会の席でお話

しをされたとL、う。 この時の資料は，別の方から

送っていただ き，既に私の手元にあった.その

後，同氏は今江正知氏との共著の形であとに示す

報告を発表し， その中の特記すべき植物の項で本

種を紹介している).また最近，栃木県でも野口

達也氏により同様のものが見い出された (栃木県

立博物館で開催された 「すげの会」第 l回全国大

会で “ナスノカンガレイ"として展示された.柱

頭は2個であったが，その他の点については，詳

しく観察する機会を得ないので不明である). 

1990年9月 l日，勝山氏と再び岡地を訪れた

が，熟した果実を得ることはできなかった。当日

の様子は次のとおりである。流れの幅0.5m，水

深1O~20cm程で， 多少淀んでいた.本種は延長 8

m位の聞に計5株確認され，岸寄りに少し水に浸

かった状態で、生育しており ，各株に共通して茎の

仔tlf犬がみられた.倒れて水中に没した茎の中には

小穂をつけたものがあり ，さらに注意してみる

と，一部の小穂の基部から芽生したものが観察さ

れた.付近にはチゴザザ・ヨシ (高さ1.5m位，

疎生)・サワヒヨドリ ・チダケサシ ・ヌマ トラノ

オ・フジなどが生え，上部にニシキウツギ ・マユ

ミ・サワフタギの枝が張り出していた.

本県産の検討資料を得る必要と個体群維持に対

する リスクの軽減から，まず増殖を心掛けること

にした.今年6月，被圧されて生育状況が思わし

くなL、l株を，井上香世子氏にお願L、し，湿生花

園内の適当と思われる場所に3つに分けて植えて

いただいた.うち l株が期待どおりに出穂、し，今

秩，多数の果実を稔らせた.僅かではあるが，資

料が得られたので，わかった点を整理しておく.

比較のための標本ならびに文献をお送りくださっ

た佐藤千芳氏に厚くお礼を申し上げる.この標本

は神奈川県立博物館に収める.

主主頭数・・・2個のものが多い.稀に3個.個体によ

る違いが大きい.

約の長さ ・ ・・ 1 . 25~1 . 45mm. 1 . 3~ 1 . 35mmが目立

Jコ

小穂の鱗片の長さ...4. 0~4. 5 (~4 . 7) mm. 

刺針の数・・・7本のものがかなり多い.他は6本.

端辺産では稀に5本の例を観察した.

刺針の長さ・ ・仏 5~2.8mm . 突出部を含めた果体と

ほぼ同長.

花村の長さ(村頭2個のもの)...2. 4~2 . 6mm. 

村頭の長さ (村頭2個のもの)一.1.45~1. 8mm. 

果体の長さ (突出部を除く )・・・1.9~2 . Om間.

果体全体の長さ...(2.0~) 2. 1~2 . 2 (~2.3) 伽

果体の幅...1.8~1. 95mm. 

果体の表面の模様・・・横鍛はやや明瞭.タタラカン

ガレイと比べると，やや不明瞭である.

果体上部の輪郭 (突出部を除く )・・・ほぼ切形.端

辺産では円形に近づく .

根茎・・・ごく短く這う .

茎...断面は鋭三稜形.あまり硬くない.

く文献〉

佐藤千芳 ・今江正知，1990.阿蘇外輪山およびそ

の周辺地域の湿生植物社会の植物相について.熊

本大学教養部紀要自然科学編第25号 :177-20 

6. 

横浜市のコイ卜スゲ

旭区都岡町で昨年6月に採集したスゲの一種が

気にかかり調べ直したところ，横浜市域では初め

ての報告となるコイトスケ、Carexsachalinensis 

Fr. Schm. var. iwakiana Ohwiと判明した.

採集地は本誌28号で報告したナンゴクナライシダ

(昨秋，この産地は自然公園建設のために埋め潰

された)の発見地付近である .
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保土ケ谷区のイトアオスゲ

本県では山地部に偏って分布する傾向のある種

類で，どちらかといえばあまり乾燥しない草地に

出現する傾向がある.今年5月，川島渓谷 (川島

町)にスゲ類の観察に出かけたところ， 1渓谷沿い

に張り出した凸型の急斜面や崖の肩に，ほぼ限定

された状態で，少数の本種が生育することに気が

ついた.生育状況はまさに残存的で，すぐ近くの

同様な光条件の所でも緩斜面や小道脇などでは，

見つかるアオスゲ類はメアオスゲばかりであっ

た.同渓谷のワニグチソウ ・シュロソウ ・オクモ

ミジハグマ ・フシグロセンノウ ・ヤブムグラ ・オ

タルスゲ ・タニギキ ョウなどとともに注目した

L 、

チャボチヂミザサ

昨年から今秋にかけて，横浜市旭区内の人工林

下2カ所(矢指町，川井宿町)で本種と考えられ

る小群を見い出した.同所的に見つかるコチヂミ

ザサ，ケチヂミザサと比べて葉が明らかに小さ

く，長田武正氏の F日本イネ科植物図譜dIp.544 

に示された説明内容とほぼ一致する(ただし，葉

商の毛の量についてはそれよりも多い印象を受け

た).注意されにく い種類であるためか，産地は

あま り紹介されないが，関東地方では下総台地

(佐倉市郊外)の人工林下でも採集したことがあ

る.

アイヒメワラビ

ヒメワラビとミドリヒメワラビの雑種で， 1981 

年にThelypteris X su bviridifrons Seriza wa 

として正式に記載された.基準産地は東京都町田

市成瀬である 本県では1988年10月に山本明先生

が大和市下鶴間のスギ林内でl株を見い出された

(野草No.429: 36， 1989)が，他では川崎市域

における報告 (日本シダの会会報，Vo1.2， No. 

86 : 8-9)を目にした程度で‘ある.今tI¥， 4回ほ

ど近隣地域を調べたところ，座間市入谷(1 

株)，旭区矢指町2カ所 (1 + 6株)，緑区三保
町(5株:MI-1) ，同区新治町2カ所(1 +13 

株 :MI一1)， 戸塚区弥生台 (1株 採取し忘れ

たが，ヒ メワラビ少数株やフモ トシ夕、、も確認し

た.TO- 1) ，瀬谷区東野(4株)などでも本

雑種を記録することがて‘きた.また，昨年採取し

た保土ケ谷区川島町産のヒメワラビ類の標本の中

にも l点混じっていた.発見状況からみて，とく

に生じにくい雑種ではなさそうである.参考まで

に，両親種の区別点や雑種の特徴について整理し

ておく.

[葉面の色]

生育環境の違いによるそれぞれの種の色の変化

を把握した上で，比較する必要がある.野外では

最初の識別点になる.

A:ヒメワラビ............鮮緑色.

B:ミドリヒメワラビ..黄緑色.

C:アイヒメワラビ・・・・・・中間的.

〔羽片の着き方〕

A:葉取bに対して斜上する この点が関係して，

各羽片の上側第l小羽片は，葉軸に沿うような恰

好のなる傾向がある .逆に下側第一小羽片は

「ハ」の字形に開くような形になる.

B:葉軸に対してよ り広い角度て着く 第一小羽

片はとくに上記のようにはならない.

C:中間的

〔小羽片や終裂片の着き方，長さ]

A:小羽片は羽軸に広い模形をなして沿着する傾

向が強い.小羽片や終裂片は，それぞれが着く軸

に対して上側が長く ，下側が短くなる傾向があ

る.

B:小羽片は，短いが柄が明らかで，羽軸に対し

てより広い角度 (直角に近づくことが多L、)で着

く.小羽片や終裂片の長さは上下ほぼ対等.

C :中間的.

〔葉柄下部 (基部付近)の毛の様子]

これに似た傾向が，羽軸う'J'!岐点付近を除く葉軸下

面でも認められる .

A:表面はしばしば粉白を帯びるが，毛はほとん

どない(向軸側に少し毛の現れることはある)• 

B:周囲に開出する白短毛が多く(肉眼ても見え

る)，白っぽく見える.

C:毛が現れても，その密度は低い.

[胞子と胞子のう ，胞子のう群〕

A:胞子が成熟すると (よ く熟すと濃褐色に色づ

く)，胞子のうは裂閉する. したがって胞子のう

群の形は崩れる.

B:Aと同様.

C:胞子は不稔性(胞子のうによって多少色の濃

淡がある)で，胞子のう (全体として淡褐色~褐

色)はほとんど裂開しない.したがって，胞子の

う群の形は，葉が枯れる直前でもほとんど崩れて

いない.
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く文献〉

芹沢俊介，1981.日本産シダ植物雑記(二)..植

物地理 ・分類研究， Vol. 29 (1) : 22-25. 

前号の補足

本誌No.31のp.336-337に勝山・北川の両氏が

スナジスゲのことを報告されたが，埼玉県産の標

本もある(小崎昭則 :1987年5月23日採集，北埼

玉郡北川辺町.水団地帯を通る農道と休耕田の聞

のややしまった土の所.砂地ではなし、).ピ、ロー

ドスゲと思って採集し，仮整理のままにしていた

ところ，北川氏が教えてくださったものである.

両種の区別点については，前号のとおりである

が，慣れると基鞘の色(スナジ・・・紫紅色;ビ、ロー

ド・ー紅紫色)や果期の違い(スナジの方が半月~

1 :カ月位遅れる)も参考になる.この標本も神奈

川県立博物館に収める.

県西の植物(1J
(長谷川義人)

1.卜ウゴクサパノオ

Dichocarpurn trachysp巴rrnurn (Mixirn.) 

W. T. Wang et Hsiao 

南足柄市三竹の御獄神社内に発見した.地域

新.MA Y .1，1991 (MIA -3) 

2.ヒ卜ツパテンナンショウ

Arisaerna monophyllurn Nakai 

県内は清)11，山北の記録があるが，足柄の夕日

の滝で採集した.MA Y .11，1991 (MIA-1) 

3.シロバナショウジョウパカマ

Heloniopsis nipponica (Ohwi) Nemoto 

津久井 ・清)11.愛川に限られてあるが，夕日の

滝の左側テラス上にあるものが本種であるように

見受けた. 1株のみで採集は控えた.県内には

ショウジョウパカマは未発見なので多分本種であ

ろう.MA Y .11，1991 (MIA -1) 

4.シラコスゲ Carex rhizopoda Maxim. 

これも夕日の滝の下の河原にある.MAY.11， 

1991 (MIA -1) 

5.ミノボロ Koeleria cristata (L.) Pers. 

県内の産は極めて少ない.湯河原町鍛冶屋の幕

山山頂部で記録した.JUN. 8，1991 (YU-2) 

6.ムラサキクララ

Sophora flavescens Aiton form. 

pu rpu rascens (Makino) Sugirnoto 

幕山下部の草付きに淡黄色の花でない，淡紫褐

色を帯ひYこ花を持つクララを見た.久内清孝先生

がかつて筆者に大磯周辺には桃色の花を持つクラ

ラがあると話されたが，これと同じものと考え

る.モモイロクララの和名がよいと考えたが，す

でに表記の名前があり ，同じものと考える.

JUN. 8，1991 (YU -2) 

7.コ力ラスザンショウ

Fagara X fau ri巴 Nakai

鍛冶屋の新崎川上流幕山堰堤の近くで発見し

た. 3 m{立の木で全体がカラスザンショウを小さ

くした感じのものて枝は細い.事Ijや樹皮はイヌザ

ンショウに近く両種の雑種と考える.多分，東限

は伊豆半島と記憶している.県内新記録.JUN. 

15，1991 (YU-2) 

8.コバノヤブムラサキ

Callica rpa rnollis Si巴b.et Zucc. 

forrn. ramosissirna (Nakai) Sugimoto 

鍛冶屋の浄水場対岸にあり，葉の小さいもの.

火山変形 (Voicano-rnorphose)植物の一種と

考えられる.湯河原町宮ノ上にも記録があると云

う.JUN. 15，1991 (YU-2) 

9.アラゲミゾシダ

Leptogramrna pozoi (Lag.) Nakaike 

ssp. mollissirna (Kunze) Nakaike 

form. pilosissirna (H. Ito) Nakaike 

湯河原町鍛冶屋で記録した.羽軸にも葉面にも

毛が多く，特に下面に長い毛が密生している 県

内では稀.JUN. 15，1991 (YU-2) 

10.イヌハッカ Nepeta cataria L. 

大野山中腹の鍛冶屋敷で採集した.山頂部の牧

草から出た帰化品であろう .JUN. 29，1991 

(YA- 8) 

11.タニジャコウソウ

Chelonopsis longipes Makino 

松田町，寄虫沢の太尾沢に大群落がある.

JUL. 28， 1991 手前の名納沢にも小量ある.

AUG. 25，1991 いづれも地域新産となる.

(MAT) 

12.オオギカズラ Ajuga japonica Miq. 

寄の虫沢の中央本谷と名納沢で見出した.

AUG. 25，1991 (MAT ) 鍛冶屋の域山山系シ

トドの窟附近にもある .NOV. 4，1991 (YU -2) 

県内では比較的稀である .

13.キジオノオシダ

Plagiogyria japonica (Nakai) Makino 

名納沢に小量ある.地域新産.AUG.25，1991 

(MAT) 
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14.ヤマトキソウ

Pogonia minor (Makino) Makino 

幕山の山頂直下の防火帯のススキ ・マ/レバハキ、

の中で発見 筆者の先導によるルートファイン

デインク手て、ススキの薮漕ぎ中に後続の寝入肖が発

見した.箱根での古い記録があるが植物誌調査発

足後県内初記録.10株位があり標本を採取した.

SEP.15，1991 (YU-2) 

15.ハコネセンニンソウ(新称)

Clematis terniflora DC. 

form. hakonensis nom. nov. 

小葉は狭長で，多分火山変形植物と考えられ

る.幕山で記録.SEP.15， 1991 (YU-2) 箱

授産のものが県博に所蔵されている.

16.シロパナヤマジソ

Mosla japonica (Benth.) Maxim. 

var. thymolifera (Makino) Kitam. 

南郷山下の白銀林道にあるものはこの変種に相

当するかも知れない.SEP.15，1991 (YU-2) 

17.コガシワ

Quercus X taka torensis Makino 

カシワとコナラの雑種.湯河原鍛冶屋の五郎神

社上の主主山道左手に 1;本あり ，稲村毅が発見し

た.SEP.15，1991採集 (YU-2) 県内には稀に

ある.学名は大磯町の湘南!鷹取山で三浦でない.

18.ハコネクサアジサイ

Cardiandra alternifolia Si巴b.巴tZucc. 

var. hakonensis Ohba 

城山中腹で L本，白銀林道 (白糸川~根府川林

道間)で拾数株の対生品を見た.城山のものは他

はすべて互生であり ，自然誌資料の報告 (大場達

之)のように踏付による異常と考えるが，白銀林

道の産地は対生葉のものが多く ，互生葉は僅かで

あった.本変種は更に研究の要があると考えられ

る.OCT. 6，1991 (OD- 4) 

19.ホウライカズラ

Gardneria nutans Sieb. et Zucc. 

植物誌のプロットは三浦鎌倉と伊勢原のみで湯

河原一 1に記録があるのみ.鍛冶屋のシトドの窟

の下で貧弱な個体を採取したが，県西部では稀な

もの.NOV. 4，1991 (YU-2) 

20.イズカニコウモリ

Cacalia amagiensis Kitam. 

白銀林道白糸川近くで高僑秀男の発見以来屋ヶ

山中l復のみと考えられていたが，今度は城山山系

シトドの窟近くで大量のイズカニコウモリ を発見

した 県内第3発見地，メ ッ・ンュ新産.NOV.4， 

1991 (YU- 2) 広範囲に50~0株の単葉があ

り，本年は開花株はなかった.第2発見地の板府

川林道終点の産地も第 l発見地も本年は開花株は

見られなかった.本種は開花すると株が枯死する

ー稔性の性質があるのではなし、かと推測される.

生活史の研究が必要である .なお第 l発見地は

(OD-4)で第2発見地は (MAN)であるよ

うに考える .

21.ハコネイ卜スゲ

Carex hakon巴montanaKatsuyama 

シトドの窟附近の岩上にあるものも.本種のよ

うである.NOV. 4， 1991 (YU-2) 

22.オオウラジロノキ

Malus tschonoskii (Maxim.) Schn巴id.

足柄峠よ り金時山への登路左側でl本を見た.

NOV. 13，1991 (MIA一1)

23.コハチジョウシダ

Pteris oshimensis Hieron. 

風祭の谷には現在も 20~30株を越える生育が見

られる .健在を報告する.DEC. 1，1991 (OD -

2) 

24.オオパチドメ

Hyd rocotyle nepalensis Hook. 

コハチショウシダの谷に多量にある DEC.1， 

1991 (OD-2) 

25.ナガパヤブソテツ

Cyrtomium falcatum しf.) Pr. 

var. devexiscapulae (Koidz.) Tagawa 

房総半島などでは珍しくもない本種であるが，

小崎昭則が本誌に報告したように県内では多くな

いであろう.久野にあったものが本品であろ う.

DEC. 1，1991 (OD-1) 

26.ヤマゲルマ

Trochodendron aralioides Sieb. et Zucc. 

金時山の北斜面の岩場に何本もある.地域新

産.県内の分布は極めて限られている.NOV. 

13，1991 (MIA一1)

27.奥津均氏よりの報告 8月6日付(私信)

箱根あ坂道附近でヒメヤプラン，ノリウツギ，

ナベワリ，スズサイコ，ギンリョウソウ，オオナ

ンパンキJセノレ，コパノカモメ ヅル，アリノトウグ

サ， シロパナイナモリソウを記録した 写真を

とったとのことであるが，是非とも次回には標本

を採取していただきたし、と考える.

[DEC. 3， 1991記]
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ハコネイ卜スゲについて

(勝山輝男)

箱根，愛鷹山， 伊豆天城山の林内岩上や暗い林

床には，イト スゲよりも葉が繊細で幅0.5mm以

下，しかも雌小穂、の直葉が刺状できわめて短いス

ゲがある.神奈川県植物誌ではこれをイトスゲの

新変種と考え， ハコネイ トスゲと仮称した その

後，各地のイ トスゲの形態と比較してみた結果，

ハコネイトスゲは箱根，愛!龍山， 伊豆天城山など

に分布が限られること，標高l，200m位の林内て‘

イト スゲと混生する場合もあるが， 標高600m~

l，200mまでの林内の苔むした岩の上にはハコネ

イ トスゲしか見られないこと，混生地でも下記の

ような違いで見分けることができ，形態的にも中

間形がないことがわか令た.そこで司ハコネイト

スゲ、はイトスゲとは異なる新穫であると考え，神

奈川県立博物館研究報告自然科学20号に Carex

hakonemontana Katsuyama と命名し記載を

書いたので‘ここに報告する.

イト スゲの内側 (上方)の葉も外見上は幅0.5

mm 以下になるが，これは葉が内巻または強く 2つ

に折れるためである.菊7鞘の外側 (基部)の短い
葉身は二つに折れることはなく ，平坦で幅 1mm近

くある.直葉は普通小穂、よりも長いが，稀に短い

ものも見られる.しかし，この場合でも芭の業身

は鞘部よりも長い.

一方，ハコネイトスゲの葉はきわめて細く幅

0.5mmを越えず，葉の上面が多少弧を指iいて凹む

が，内巻したり二つに折れることはなし、(植物誌

では内巻として しまった).しかも新鞘基部の葉

も細く幅0.5mmを越えない.芭の葉身は刺状でき

わめて短く ，鞘部よりも短い.その他にも雌小穂

の数がl個で，生育が良くても 2個まで，稀に根

生雌小穂、をつけること ， 雌小穂、の花数が 3 ~ 4 1固

と少なく，最大ても 61固まで，果胞の日明がやや短
いこと ，基音sの鞘の褐色が強いことなどがイトス

ゲと異なる.

~FLORA KANAGAWA のパックナンバー

1~24号 一括5，000円(会員4，000円) ただ

し， 在庫のない号はコピーです.

25，27，30号各1，000円(会員800円)

28，29，31号各 500円(会員400円)

26号 300円 (会員250円)

キダチハリナスビについて

(勝山輝男)

吉川さんが西区楠町でキ夕、、チハリナスビを採集

されました.ハリナスビによく似た種類ですが，

多年草で高さ 2m，茎の直径5cmになります.こ

れまでに港北区で採集されていますが，植物誌で

は原産地等不明でした.この機会にもう一度調べ

てみま した.ニュージーラン ドの帰化植物を集め

た FLORA OF NEW ZEALAND Vol.lVヵ:

出たので，これを調べたところ l年生のハリナス

ビ S.sisymbriifolium に対して，多年生のS.

linnaeanum Hepper et P.M.Jaegerが出てい

ました 最近刊行されたノ、ヮイ のMANUALOF 

THE FLOWERING PLANTS OF HA W AI 

にも出ています.熱すとがくが反り返って果実が

完全に露出する点も一致しますので，キダチハリ

ナスビはS.linnaeanum と判明 しました 原産

地は南アフリカで，地中海沿岸，オーストラリ

ア，北アメリカ，ハワイなどに帰jヒしています.

古川さんがとられたものはまだ結実していなかっ

たので，後日もう一度採集するようにお願いして

L 、ましたが，残念なことにこのキダチハリナスビ

は結実する前に伐採され，そこは駐車場になって

しまいました この値物は S.sodomeum し

または S.h巴rmanniiDunalとして知られてい

ましたが， F.N.Hepper & P.M.Jaeger (Kew 

Bull. 14(2): 434-435)により ，これらのタイプ

標本は S.indicum し とされ， 上記の学名が新

たにつけられています.

籾山泰一先生の米寿を祝う.

わが国植物学界の長老であり ，私たちの神奈川県

植物誌調査会の顧問としてご指導を頂いている籾

山泰一先生は1904年のお生まれで今年は数え年の

88才になられる.植物学界には長寿の方が多いと

もお聞きするがそれにしても米寿でなおかく しゃ

くと して植物の研究を楽しむことのできる方は稀

である.籾山先生は「坂道さえなければどこだっ

て歩きますよJとおっ しゃるく らいお元気で，博
物館に出向き標本を広げて検討されるご様子は現

役の研究者のお姿そのものである.心から先生の

おすこやかな米寿をお祝い申し上げたい.これか

らもご健康には十分留意して頂いて少しでも長く

私たちを指導して頂きたし、と念願する. (城JII)
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追悼 森茂弥先生を悼む

森茂弥先生が1991年9月25日に亡くなられま

した.

森先生は1979年に植物誌の調査が始まると ，横

浜北 ・川崎ブロックの代表者になられました.調

査が始まると標本がたまってくるのですが，当時

はまだ県立博物館の標本受け入れ体制が整っては

おりませんでした そこで，森先生の提案で横

浜.川崎ブロックの標本を鶴見高校に集め，同

定 ・分類し， チェ ックリストを{乍ることしまし

た.吉川さん，内藤さんと生物実験室に標本を並

べて整理した頃のお元気な森先生の姿が懐かしく

思い出されます.当初，森先生は鶴見区や神奈川

区などを責任メッシュにしていたのですが，しだ

いに調査の遅れているメッシュに進出され.}II崎

市の各メッシュから県北の}1Zf野や相模湖方面，山

北や箱根方面まで足を伸ばして調査されました.

しかし.1983年秩に隣臓を患い，やがて数時間に

およぶ大手術を受けられました.手術後，体調が

良いときにはよく県立 t~l物館へ来られ，イネ科を

中心に標本の検討をされていました.そこて‘チャ

ボノカタビラ， ミスシナガ‘ハグサ，モリ シラゲガ

ヤ(後にニセシラゲカヤに訂正).クサビガヤ，

ナンカイヌカボ， ヤクナガイヌムギなど日本新産

の帰化植物を新称されました.値物誌の刊行にあ

たってはイネ科やヒユ科などを担当され.1987年

暮れから1988年正月には植物誌の版下作りにも参

加されました.貧血が激しかった森先生は博牧舶

の地下から3階の共同作業室まで登るのに苦労さ

れていました.その後，鶴見高校に復職されまし

たが，一昨年退職されています.退職後もたびた

び，入院退院を繰返していたよ うてすが，体調の

良いときには県立博物館に顔を出されていまし

た.8月末に電話をいただき，また入院している

ことを聞きました.森先生が外泊される 日にあわ

せて，会員の小崎さんと御自宅へお見舞いに行き

ました この時に森先生は近所に生えているイラ

クサ科の新ししゅ111化植物(すでに地中海原産の

Helxine soleiroliiと解明され，コケイラクサと

新称されていました)を採集に行かれ，私達に紹

介してくれました.これが森先生最後の植物採集

になってしまL、ました.

森先生の棺には最後まで研究に余念のなかった

イネ科植物のオギ，ススキ，アキノエノコロ， メ

ヒシパなどが入れられました.病気と戦いながら

の値物誌刊行.本当にご苦労様でした.

森先生の御冥伺をお祈り致します勝山)

神奈川県の植物に関する文献紹介

大和市の摘物大和市動植物総合調査報告書2

1991年3月 大和市教育委員会

平塚市博物館特別展図録「タンポポと春の花」

平塚市博物館

浜口哲一神奈川県におけるタンポポ属の 2倍体

と倍数体の分布 平塚市博物館研究報告 「自然、

と文化JNo. 14: 111-118 
浜口哲一 神奈川県におけるカントウタンポポも

地理的変異とその背景についての考察 平塚市

博物館研究報告「自然と文化JNo. 14: 119-
136 

浜口哲一 ・佐藤恭子平塚市周辺地域におけるイ

ヌムギとヤクナガイヌムギの分布状況 神奈川

自然誌資料 (12):61-64 

大森雄治 タチアマモとオオアマモの花枝と葉の

形態横須賀市博物館研究報告[自然、](37): 

55-59 

勝山輝男 日本産スゲ属のl新種神奈川県立博

物館研究報告 (20):1-9 

勝山輝男 ・高橋秀男 神奈川県におけるサツキの

分布状況神奈川自然誌資料(12):57-60 

高橋秀男 日本産コゴメウツギ属の新変種 ・新雑

種神奈川県立博物館研究報告 (20): 11-17 

飯田 和小田原付近における新出植物の知見

くその2>小田原市郷土文化館研究報告
NO.26 (自然科学 No.13):1-13 

松浦正郎神奈川県西部における帰化植物 (2) 

一芦ノ湖のコカナダモーこのやっかいな侵入者

小田原市郷土文化館研究報告 NO.26(自然科

学 No.13): 17-25 

大森雄治 ・菅原敬 繍須賀市野比の植物相と白

然環境評価 横須賀市博物館研究報告[自然]

(38) :29-42 

大森雄治 ・林公義三浦半島沿岸のウミヒルモ

(Halophila ovalis)の分布と生育状況

横須賀市博物館研究報告〔自然] (38) :109 

110 

。編集後記

昨年II月中旬に発行する予定が大幅に遅れ，申

し訳ありません.遂に正月になってしまいまし

た.次号は何とか3月中に発行したいと思います

ので，よろしくお願いします.

(編集担当勝山・北川・ 田中)
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